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 添付資料                     富山県バレーボール小学生大会実行委員会 

 

第 4２回富山県バレーボール小学生大会 
 

大会開催における注意事項（コロナ感染対策含む）について 
 

開場時間 
 両日８：１５とする。※時間前の入場は認めない。玄関前で密にならないよう注意する。 

 
入場制限 
・ステージ２の場合（マスク着用し競技） 
【指導者３名以内＋選手１２名以内+大会補助スタッフとして保護者５名】※無観客開催とする 
・熱中症リスクを排除するため，体育館内気温が 28℃を超えることが間違いなく想定される場合は，大
会を延期または中止する。また，競技開催中に 28℃を超えた場合，速やかに競技を中止し，換気等の実
施により 28℃未満となったことが確認できてから再開する。なお，換気等を実施しても 28℃未満となら
ない場合は中止する 
 
・富山アラート発出の場合【指導者３名以内＋選手１２名以内＋保護者（登録選手数×1名）】 
 
・ステージ１（富山アラート発出無し）の場合（マスク非着用で競技） 
※マスク非着用を義務付けるものではなく、マスク着用の有無については、指導者、および保護者で協議
し各チームで判断することとする。 
【指導者３名以内＋選手１２名以内+保護者（登録選手数×２名）】 
・大会参加者から感染者が発生した場合，万全な感染予防対策を実施していても，対戦したチームの選手
は濃厚接触者と判定される確率が極めて高くなるため，発熱・咳・咽頭痛等の症状がある場合や，同居家
族や身近な知人に感染が疑われる方がいる選手は絶対に参加しない（参加させない）こと 
 
受付 
 ６月１１日(土) ８：２０～８：３０ 全チームの代表者（時間差入場チーム含む） 
① チーム代表者は、来場者全員のチェックリストを提出する。 

なお、チーム代表者は事前にチェックリストの確認をお願いします。 
② チーム指導者は、８時に入場し、コート設営に協力する。 

 ６月１２日(日) ８：２０～８：３０  
男子チーム及び女子準決勝進出チーム 

※その他、前日と同様とする。 
 

待機場所 
 メインアリーナの観覧席とする。 
 間隔を空けて着席し、大声を出したり、走り回ったりしない。 

また、座る際は、１ｍ以上の間隔を空ける。 
※ 上記以外の場所（通路や観覧席の最前列など）に荷物等を置くことは禁止する。 
※ 会場への入場については、チームごとにスペースを取りながら、スムーズに観覧席へ入場していた

だきますようお願いいたします。（施設への挨拶は不要） 
 
代表者会議、競技開始、終了式・表彰式 
 所定の場所・時間で代表者会議を行う。（簡単な確認事項のみ） 
 開会式は行わない。 
 所定の時間から競技開始予定とする。 
 終了式・表彰式は競技終了後（約２０分後）簡素化し行う。 
※ 会場内での写真撮影、動画撮影は指定された者（業者、大会役員等）以外は行わない。 

 
感染症対策 
【チーム】 ・ 各チームは手指消毒等を励行させるため、消毒液を準備する。 
 ・ 試合前、試合後は手指消毒を行う。(指導者も同様) 

※ 手洗いをすることが推奨とされているが、洗面所の混雑をさけるため各チームで準備さ
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れた、除菌消毒液等で消毒を行う。 
※ また、手が顔に触れることを避けるため、各選手タオルを携帯し適宜汗を拭き、汗がボ

ールにつくことへの抑制に努めること。除菌消毒液等は床に落ちると後が付くなどの恐
れがあるので、タオル等を敷くなど十分に配慮すること。 

 
【試 合】 ・ 指導者は特に事情がない限り、マスクを着用のこと。（※ガイドライン遵守） 
 ・ １ラリーごとにボールを交換し消毒する。（消毒液及びタオルは大会本部で用意する） 

・ 選手はボールデッド後、速やかにボールリトリバーにボールを両手で投げて渡し、次の
サーブ者はボールリトリバーからボールを受け取りサービスに入ること。 

・ テクニカルタイムアウトは７点、１４点の２回とする。 
・ タイムアウト・テクニカルタイムアウトは１分間とする。（セット間は従来通り） 
・ 給水を取る前に手指消毒を行う。 
・ コートチェンジ時には、自チームで準備した除菌消毒液を使用して、ベンチやモップな

ど消毒する。（そのための要員として保護者をベンチスタッフに加えてもよい） 
・ 試合前後の握手については行わない。 
・ ハイタッチ等のパフォーマンスでの、肌を意図的に触れ合わせる行為は禁止とする。 
・ 円陣等による掛け声は、距離をとって行うなどの対策を講じる場合は可とする。 

ミーティングやタイム時の監督指示の際も、十分な距離をとり大声を出さずに行うこと。 
・ 選手がシューズの底を触らないように指導を徹底すること。 
・ 選手及びベンチスタッフは、公式練習後やタイムアウト時などベンチに戻った際には、

まず手指消毒および靴裏の消毒を行うことを周知徹底すること。 
・ くれぐれも、手指消毒前に給水ボトルを触ることのないように周知徹底する。 

 
【審 判】 ・  主審及び副審については、帯同審判員制とする。 

・ マスク着用の上、電子ホイッスル（各チームで用意した物）を使用すること。 
・ 記録、線審及び点示、ボールリトリバーも原則マスク着用とする。 

なお、給水ボトルは身近なところに置いておき給水することは可能とする。 
・ 帯同審判員での運営となるため、該当する１チームもしくは２チームが競技進行の担当

となる。 
・ 該当する審判チームは、主審・副審・記録各１名、線審４名、点示２名、ボールリトリバ

ー２名の計１１名を選任する。 
・ 試合終了後については、審判に該当するチームは主審台、得点板、ラインフラッグ及び記

録席を消毒すること。 
その際使用する除菌消毒液等は、大会本部で用意する物を使用すること。 
 

【観覧席】 ・ 観覧席では、マスク着用の上、前後左右１メートル以上間隔をあけること。 
・ チーム運営役員について、観覧席からの試合見学は制限しない。 

※サブアリーナについても同様 
・ 観覧席からの大声による発声は禁止。（大声の判断は、大会実行委員会が判断する） 
・ ペットボトル等の「鳴り物」は、電子ホイッスルが聞こえなくなる場合があるので禁止。 
・ 試合中における放送も上記同様の理由により禁止。 
・ 観覧席での自チームが使用した箇所については、次の方のために除菌消毒液等で必ず消

毒を行うこと。 
 
【会場内】 ・ 選手及びチーム運営役員について、１階ロビーの中央階段を使用通路とし、大アリーナ

正面入口付近エリアからの立ち入りを禁止する。ただし、災害時は除く。 
・ チーム運営役員について、大会役員にネームタグを提示（１階階段付近）し、その都度入

場すること。 
※ 出場チームの代表者におかれましては、富山県バレーボール協会のガイドラインを熟読の上、大会

がスムーズに運営できますように、チーム内で周知徹底し、ご協力をお願いいたします。 
※ 大会開催中に不審に思われることがありましたら、大会本部へご連絡ください。 

 
大会についてのご不明な点がありましたら、下記までご連絡ください。 
 

【問合せ先】 
総務副委員長 岩井恭平 
ＴＥＬ ０８０-１９６９-０１８１  
E-mail：kyou181531@gmail.com 


